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要旨：本論文では，まず 3 種類の W/C のコンクリートブロックを対象とし，これを破砕して最大寸法 30mm の

リサイクルクラッシャラン(RC30)を製造した場合の RC30 の物理的性質，加熱を必要としない乾式竪型ロッド

すりもみ装置を使用して RC30 から再生粗骨材の製造を行った場合の処理特性，について実験的な検討を行っ

た。次に，得られた結果に基づき再生粗骨材の品質と処理時間の関係を定量化し，その有効性を検証すると

共に，再生粗骨材の効率的製造システムの構築法について考察した。 
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1. はじめに 

循環型社会構築のためにコンクリート関連産業が真

剣に取り組まなければならない，そして避けては通れな

い課題の一つに廃コンクリートの再資源化と再利用が

ある。併せて，この課題解決に際しては，効率的かつ効

果的な処理スキームを導入することによる低コスト化

と CO2排出量の削減が求められている。 

効率的な廃コンクリートのリサイクルシステムを確

立するためには，砕石工場と生コン工場との連携が望ま

れる。何故ならば，生コン工場は適度な間隔をおいて立

地しており，これらの工場が廃コンクリートを受入れる

ことで，発生地からの搬送距離を低減できるメリットが

ある。しかも，砕石工場から生コン工場への骨材運搬の

帰路を使用することで運搬時のコスト及び CO2 排出量の

削減も可能である。何よりも，砕石工場は破砕処理に関

するノウハウの蓄積があり，生コン工場は再生骨材をコ

ンクリートとして製品化するための技術を有している。 

ところで，砕石工場での処理に際しては，新たな設備

投資を抑えるため，出来る限り現有施設を有効活用でき

て，かつ省エネルギー性の高い装置の開発が求められて

いる。このような要請のもと，著者等 1)は，既往の研究

において加熱を必要とせず低エネルギーで高品質な再

生粗骨材を製造できる装置の開発に取り組み，リサイク

ルクラッシャラン(以下，RC と表記)から再生粗骨材まで

の製造を連続の工程で行える乾式竪型ロッドすりもみ

装置(以下，すりもみ装置と表記)を製作した。 

本研究は，この研究の一環として，すりもみ装置の処

理性能の詳細な把握を行うと共に，砕石工場の保有設備

の中にこの装置を組み込むことによる，再生粗骨材製造

システムの構築の可能性について検討したものである。

実験に際しては，従来の再生骨材の製造において余り明

確に議論されてこなかった，原コンクリートの圧縮強度

と再生粗骨材の処理効率との関係を明らかにするため，

水セメント比 W/C を 45，55，65％の 3種類に変化させた

生コンを使用した。そして，これらから原コンクリート

ブロックを作製し，それを破砕して得られる RC30 を再

生骨材製造における材料として用いた。 

 

2. 再生粗骨材製造工程 

2.1 製造工程の概要 

まず，廃コンクリートを想定した原コンクリートブロ

ックを油圧ブレーカー及び小割圧砕機を用いて粗破砕

する。次に，この粗破砕分をインペラブレーカーに投入

して中破砕し，RC30 を製造する。最後に，RC30 を全量

すりもみ装置に投入し，再生粗骨材を製造する。5 ㎜ふ

るい通過分の大半は粗骨材製造時に自動的に分粒され

るが，分粒し切れなかった分は新たにふるい分ける。 

2.2 再生粗骨材製造用すりもみ装置の概要 

写真－1 に，今回使用した試験用すりもみ装置の外観

を，写真－2 に，同装置内部の概要をそれぞれ示す。同

装置は，円筒形をしており，鋼板でその内部を２つのレ

ーンに仕切っている。レーンには，4 つのロッド群を周

方向に等間隔に配置している。各ロッド群は，所定の本

数及び間隔で配置した径 24 ㎜の鋼製のねじ切りロッド

(以下，ロッドと表記)から構成されている。これらのロ

ッド群の間の空間からレーン内に RC30 を投入し，ロッ

ド群を円周方向に回転させると，RC30 の個々の粒子は，

回転しながらロッドの隙間を通過し，かつ全体としては

レーンに沿って流動する。この際に，粗骨材表面の付着

モルタルは，骨材同士及び骨材とロッドとのすりもみに

よって剥離させられる。その際に発生する微・細粒分は，

あたかも潤滑材のような作用をしてすりもみ効率を低
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下させるため，底部に径 6 ㎜，間隔 18 ㎜のテーパー付

きの穴を開け，ここから比較的早期に排出させる。 

3. RC30 

3.1 原コンクリート 

表－1 に，原コンクリートに使用した生コンの使用材

料を，表－2 に，生コンの配合及びフレッシュ時性状を

示す。生コンの配合設計に際しては，単位水量を W=185 

kg/m3，単位粗骨材量を G=900 kg/m3でそれぞれ一定とし，

水セメント比をW/C=45，55，65％の3種類に変化させた。

目標スランプは 18 ㎝±1.5cm，目標空気量は 4.5±0.5％

とした。製造した生コンは，縦 1.0 m，横 1.0 m，高さ

0.5 m の直方体鋼製型枠内に打設し，これにシートを被

せた上で湿潤養生し，材齢 1週において脱型した。この

ようにして得られたコンクリートブロックは，引き続き

養生シートで覆って材齢 4 週まで散水養生を行い，さら

に約 2 カ月間，2 日に 1 回程度の頻度で散水しながら気

中静置の後，RC30 の材料として供した。 

 図－1 に，生コンから採取した円柱供試体を(a)材齢

28日まで標準水中養生，(b)材齢91日まで現場水中養生，

及び(c)RC30 製造時まで現場湿潤養生した場合，の圧縮

強度 Fc－セメント水比 C/W 関係を示す。ここに，現場湿

潤養生とは，コンクリートブロックと同じ環境場所での

養生のことである。同図より，何れの養生条件の供試体

においても Fc－C/W 関係の直線性が高く，使用した原コ

ンクリートは強度管理が適切であったといえる。 

3.2 5 ㎜ふるい残留率及びその残留分の物理的特性 

以下では，例えば W/C=55%の原コンクリートから得ら

れたRC30をRC30-55のようにRC30-W/Cの形で表示する。  

図－2に，RC30 の 5 ㎜ふるい残留率 r5，及び RC30 の 5

㎜ふるい残留分(以下，5－30 ㎜分のように粒径範囲で表

記)の吸水率 pa と原コンクリートのセメント水比 C/W の

関係をそれぞれ示す。同図より，C/W の増加に伴い r5は

直線的に増加することが分かる。Fcと C/W との間には直

線関係があるため，このことは Fcが大きいほどコンクリ

ートは破砕し難くなることを意味している。 

一方，C/W の増加に伴い paは直線的に減少することが

分かる。ただし，W/C の違いが絶乾密度に及ぼす影響は

小さく，W/C=45%と 55%の場合 2.20g/cm3，65%の場合 2.18 

g/cm3であった。なお，RC30 の 5-30 ㎜分の粗粒率は 6.8

～7.0 程度であり，粒度曲線の形状も含めて，W/C との

間に特定の傾向は見られなかった。 

Fc(標準)=38.652C/W-34.205
R²=0.9996

Fc(現水)=44.911C/W-37.708
R²=0.9966

Fc(現湿)=37.294C/W-26.827
R²=0.9997
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写真－2 試験用すりもみ装置内部の概要 

表－1 生コンの使用材料 
材料 品質

   水 上澄水
セメント 普通ポルトランドセメント 密度 3.16 g/cm3，比表面積 3200cm2/g
細骨材 安山岩砕砂 表乾密度 2.56 g/cm3，吸水率 2.2％，粗粒率 2.75 
粗骨材 安山岩砕石 表乾密度 2.60 g/cm3，吸水率 2.1％，粗粒率 6.70 

混和剤 
高機能 AE 減水剤 

リグニンスルホン酸塩，オキシカルボン酸塩， 
ポリカルボン酸系化合物 

AE 剤 アニオン系

表－2 RC30 作製用生コンクリートの配合及びフレッシュ時性状 

記号 
スランプ*1 

(cm) 
空気量*2 

(%) 
W/C 
(%) 

s/a 
(%) 

W 
(kg/m3)

C 
(kg/m3)

G1 
(1505) 
(kg/m3) 

G2 
(2010) 
(kg/m3) 

S 
(kg/m3)

RC30-65 16.5 4.8 65 49.0
185 

285
405 495 

855
RC30-55 17.5 4.6 55 48.0 331 814
RC30-45 17.5 4.3 45 46.0 411 752
*1:目標スランプ 18±1.5cm， *2：目標空気量 4.5±0.5% 

115cm

6
4c

m

再生骨材排出口

RC30投入口

 
 

写真－1 試験用すりもみ装置の外観 
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4. 再生粗骨材 

4.1 すりもみ処理方法 

すりもみ装置の処理特性を把握するため，W/C=45，55，

65%の RC 毎に，50 ㎏の 5-30 ㎜分をそれぞれ 7.5，10，

15 及び 20 分間処理し，得られた再生粗骨材の物理的性

質を調べた。処理に際しては，ロッド最小あき Srを RC30

の最大寸法である 30mm に一致させた。ここに，Sr はロ

ッド間及びロッドとレーン間のうち最小の間隔である。  

表－3 に，得られた再生粗骨材の物理的性質の概要を

示す。 

 4.2 5 ㎜ふるい残留率(再生粗骨材の歩留率) 

 すりもみ処理時間 t の増加に伴い 5 ㎜ふるい残留率，

すなわち再生粗骨材の歩留率 r5 は低下傾向にあり，

t=7.5 分では r5が 80％を超えていたものが，t=20 分で

は r5は 60％台にまで低下した。その際，r5と t の直線

性は低かった。ただし，Sr を 26.5 ㎜に狭めた場合には，

直線性が強く現われるようになった。tが同一であれば，

C/Wの大きな，すなわちFcの大きなRCほどr5は大きく，

これは RC30 製造時の r5の傾向と一致した。 

4.3 密度・吸水率 

図－3 に，得られた再生粗骨材の絶乾密度 gd－水セメ

ント比 W/C－処理時間 t 関係を示す。同図より，W/C(%)

及び t(分)の増加に伴い，gd(g/cm3)は増加することが分

かる。いま，これらの関係を式(1)で線形近似する。こ

こに，A～D(及び Ao～Do)は実験定数である。 
 

 gd = (Ao･W/C+Bo)(Co･t+Do) 

     =A･W/C + B･t + C･W/C･t + D     (1) 
 

今回の実験結果を用いると次式を得る。 
 

 gd = -6.059×10-4･W/C-1.848×10-3･t 

     +1.701×10-4･W/C･t+2.247 (g/cm3)   (2) 
 

図－4 に，再生粗骨材の吸水率 pa－水セメント比 W/C

－処理時間 t 関係を示す。同図より，W/C 及び t の増加

に伴い，pa(%)は減少することが分かる。吸水率 pa につ

いて gdと同様の式を計算すると，次式を得る。 
 

 pa = 3.199×10-2･W/C+4.852×10-2･t 

     -2.689×10-3･W/C･t+4.931 (%)     (3) 
 

今回の実験結果に対して絶乾密度 gd の計測値に対す

る式(2)による算定値の比を計算すると，その平均値は

1.00，標準偏差は 0.002，同じく吸水率 paの計測値に対

する式(3)による算定値の比の平均値は 1.00，標準偏差

は 0.010，となった。重相関係数は，全式において 0.99

であり，各線形近似式の推定精度は良好であった。 

なお，式(2)及び(3)において，W/C の代わりに RC 作製

時のコンクリートブロックの圧縮強度 Fc(N/mm2)を使用

しても，同様の直線関係が成立した。 

4.4 粒度 

粗粒率は，6.6～6.9 程度の範囲にあり，処理時間 t=7.5

～10 分までは増加し，t＞10 分では低下する傾向を示し

た。同じ t であれば，W/C が小さいほど粗粒率は大きく

なる傾向にあった。 

実績率は，60～62％の範囲にあり，t が長くなるのに

伴って増加したが，次第にその増加率は小さくなった。 

微粒分量は，0.3%程度と非常に小さかった。これは，

当装置が，その内部底面に開けた穴によって微・細粒分

を処理の初期段階から継続的に排出する構造になって

いるためである。 

表－3 再生骨材粗骨材の物理的性質(最小あき 30mm の場合)
W/C(%) 45 55 65 
処理時間 t(分) 7.5 10 15 20 7.5 10 15 20 7.5 10 15 20
表乾密度 gs(g/cm3) 2.40 2.41 2.43 2.45 2.40 2.41 2.44 2.47 2.42 2.43 2.47 2.50
絶乾密度 gd(g/cm3) 2.26 2.28 2.31 2.34 2.27 2.28 2.32 2.36 2.29 2.30 2.34 2.40
吸水率 pa(%) 5.88 5.66 5.26 4.97 5.86 5.67 5.21 4.64 6.01 5.85 5.19 4.45
粗粒率 6.77 6.85 6.90 6.72 6.86 6.89 6.76 6.70 6.69 6.70 6.68 6.67
実積率(%) 60.7 61.0 60.9 61.2 60.1 60.7 61.3 61.4 60.9 61.2 61.3 61.9
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図－3 再生粗骨材の絶乾密度 gd－ 

水セメント比 W/C－処理時間 t関係 
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図－4 再生粗骨材の吸水率 pa－ 

水セメント比 W/C－処理時間 t関係 
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図－2 RC30 の 5 ㎜ふるい残留率 r5－ 
吸水率 pa－セメント水比 C/W 関係 
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4.5 処理時の負荷電力 

図－5に，W/C=55%の場合を例にとり，当装置のすりも

み処理時における負荷電力 We(kW)と処理時間 t(分)との

関係を示す。Weは，処理の開始と共に急激に増加し，数

10 秒間ほぼ一定値を保った後，緩やかな低下を続ける。 

図示してはいないが，図－3 及び図－4 において，処

理時間 t の代わりに処理にかけた消費電力量 Wet(kWh）

を用いても，両図と同じ傾向が見られた。そこで，式(2)

及び(3)について t の代わりに Wet を用いて表現すると，

次式を得る。 
 

 gd = -2.179×10-3･W/C-2.265×10-1･Wet 

     +8.284×10-3･W/C･Wet+2.327 (g/cm3) (4) 
 

pa = 5.269×10-2･W/C+3.659･Wet 

     -1.219×10-1･W/C･Wet+3.884 (%)     (5) 
 

計測値に対する式(4)及び(5)による算定値の比の精

度は，式(2)及び(3)におけるものとほぼ同等であった。 

 再生粗骨材の処理の程度を式(2)～(5)を用いて把握

するためには，W/C(又は Fc)の把握が必要であるが，RC30

について，処理の都度この値を推定することは現実的で

ない。そこで，W/C の影響が消費電力量 Wet(kWh)－処理

時間ｔ関係に反映されているとの考えに基づき，以下の

簡易法を用いて gd及び paの推定を試みた。 

(a) 4.3に示したデータは gd及び paは，t=10 分時の消

費電力量 We10を用いて，次式で近似できる。 
 

 gd = 0.6337･We10+0.0269･t 

     -0.04835･We10･t+1.958 (t≧10) (g/cm3) (6) 
 

pa = -3.125･We10-0.2457･t 

     +0.3570･We10･t+8.041 (t≧10) (%)  (7) 
 

(b) RC30 を 5mm ふるいで分留する場合に対する分留しな

い場合の gd，pa，W et10の比は，ぞれぞれ 1.02，0.91，

0.56 であり，これらの値への Sr の影響は小さい。 

 図－6及び図－7に，gd及び paの測定値と推定値の関

係を示す。両図において，データ数は 17 であり，デー

タには処理時間 t，RC30 の 5mm ふるいでの分留の有無

(4.6で後述)，及び W/C(2 種類の混合を含む，4.10で後

述)が変数として含まれている。原点を通る近似直線は，

勾配がほぼ１，相関係数 Rが gdは 0.977，paは 0.988 で

あり，本簡易法は，良好な推定精度をもつことが分かる。  

4.6 処理効率に及ぼす RC に含まれる細粒分の影響 

 RC30 中に微粒分が多いと，それがあたかも潤滑材のよ

うな作用をしてすりもみ効率を低下させるため，これま

での検討では投入する RC30 として 5－30mm 分を使用し

てきた。一方，すりもみ効率を向上させるためには，装

置に投入する RC に含まれる細粒分を増やすことで粒子

間隙を少なくし，実績率を高めた方が得策であるという

考え方もある。今回の場合，RC30 の製造装置は破砕作用

が主体であり摩砕作用は大きくないため，微粒分の含有

率はそれほど高くない。しかも，すりもみ処理時に発生

する微粒分は，底部に開けた穴から比較的早期に排出さ

れるから，その潤滑材効果はある程度抑制されることも

期待できる 2),3)。そこで，装置の処理効率に与える細粒

分の影響を検討するため，(a)RC30-65 の 5－30mm 分，

(b)RC30-65 の 5－30mm 分についてその質量の 15%を砕石

7 号(2.5－5mm)で置換したもの，(c)RC30-65 の 5－30mm

分についてその質量の 30％を砕石 7 号で置換したもの，

及び(d)RC30-65 の 0－30mm 分，の４ケースについて処理

を行った。ここでは，Sr=26.5 ㎜に設定した装置に

RC30-65 を投入し，20 分間の処理を行った。なお，この

Srの値は，JIS 準拠ふるいの公称目開きの一つである。 

図－8 及び図－9 に，得られた再生粗骨材の絶乾密度

gd及び吸水率 paの比較をそれぞれ示す。ケース(a)から

ケース(d)へと細粒分の含有率が高くなるにつれて gd は

増加し，paは低下しており，予想通り細粒分が粗骨材表

面の付着モルタルの剥離に寄与することが分かる。 
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図－5 負荷電力 We－処理時間 t関係(W/C=55%の場合)
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表－4 に，RC30-65 の 5－30mm 分及び 0－30mm 分をそ

れぞれ 20 分間処理した場合の処理結果の比較を示す。

ただし，前者と後者とでロッドの最小あき Srが相違して

いる。再生粗骨材製造量の RC30 投入量に対する残留率

r5は，5-30mm 投入の方が 0-30mm 投入よりも 1.7 倍高い

が，投入した RC に含まれる 5－30mm 分の質量に対する

残留率 r5で評価すると，各ケース間で大きな差は見られ

ない。一方，消費電力量 Wet は，前者の方が後者よりも

1.7 倍多い。すなわち，単位 Wet 当たりの残留率 r5は，

RC30を5㎜ふるいで分粒するか否かで違いが無い。なお，

密度及び吸水率の相違については上述のとおりである。 

4.7 処理効率に及ぼす最小あきの影響 

最小あき Srについては，広すぎるとすりもみ作用が十

分発揮されず，狭すぎると粗骨材に割れが発生するため，

その設定を適切に行うことが重要である。そこで，Srを

30.0mm，26.5 ㎜及び 23.0mm の 3 種類に変化させた場合

の処理効率の違いについて検討した。 

図－10 及び図－11 に，Sr の違いが再生粗骨材の絶乾

密度 gd及び吸水率 paに及ぼす影響を，RC30-65 を t=20

分間処理した場合を例に示す。RC30 の 5－30mm 分につい

て Srを 30.0 から 26.5 ㎜へと狭めて処理した場合，及び

RC30 の 0－30mm 分について Sr を 26.5mm から 23.0 ㎜へ

と狭めて処理した場合の２組について，各組の Sr 間で

gd 及び pa に有意差はみられない。ただし，図示しては

いないが，t=15 分の場合には，Srを狭めることで明らか

に gd は増加し，pa は低下した。２組の間で gd 及び pa

に差が現れたのは，4.6 で述べた 5mm 以下の細粒分の影

響が大きい。なお，原骨材の品質は gd=2.51 g/cm3，pa= 

2.1％であり，Sr=23.0m で RC30 の 0－30mm 分を処理した

場合に得られる再生粗骨材の品質 gd=2.48 g/cm3，pa= 

3.5％は，当装置の能力の上限値に近いと考えられる。 

4.8 処理効率に及ぼす RC30 の投入量の影響 

砕石製造プラントでは，再生粗骨材の必要量に応じて

処理量を調整しなければならない状況が発生する場合

も想定される。そこで，RC30-65 の投入量を 50 ㎏から

75 ㎏に増加することによるすりもみ処理効率への影響

を検討した。処理は，Sr=23.0mm，t=20 分に設定した装

置に，RC30-65 の 0－30mm 分を投入して行った。 

表－5 に，得られた結果を示す。投入量を 50 ㎏から

75 ㎏へと増加させても，密度，吸水率，実績率，微粒分

量等の再生粗骨材の物理的性質にはほとんど差がない。

投入量の増加によって，消費電力量 Wet は約 2.0 倍に増

加しているが，得られる5㎜ふるい残留分の質量も約1.7
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図－8 絶乾密度 gdへの 5㎜ふるい通過分の影響        図－9 吸水率 paへの 5㎜ふるい通過分の影響 
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図－10 絶乾密度 gdへの最小あき Srの影響      図－11 吸水率 paへの最小あき Srの影響 

表－4 RC30の 5㎜通過分が処理効率に及ぼす影響 
(W/C=65%，処理時間 20 分) 

RC30の 5㎜ふるい通過分 無 有
最小あき Sr(mm) 26.5 23.0
表乾密度 gs(g/cm3) 2.50 2.53
絶乾密度 gd(g/cm3) 2.40 2.43
吸水率 pa(%) 4.5 4.0
消費電力 Wet(kWh) 0.647 0.376
5 ㎜ふるい残留率(%) 63 37

 
表－5 RC30 投入量が処理効率に及ぼす影響 

(W/C=65%，処理時間 20 分，最小あき 23mm の場合) 
RC30 投入量(kg) 50 75 
表乾密度 gs(g/cm3) 2.53 2.52
絶乾密度 gd(g/cm3) 2.43 2.42
吸水率 pa(%) 4.0 4.2 
実績率(%) 60.6 60.9
微粒分量(%) 0.3 0.2 
消費電力 Wet(kWh) 0.314 0.613
5 ㎜ふるい残留率(%) 37 42 
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倍に増加しており，影響はそれほど大きくはない。 

4.9 処理効率に及ぼす RC30 の表面水の影響 

砕石製造プラントでは，RC30 を気乾状態に保持してお

くことが困難なケースも想定される。そこで，RC を表面

水率 0.5％の湿潤状態にした場合のすりもみ処理効率に

ついて検討した。処理は，Sr=23.0mm，t=20 分に設定し

た装置に，RC30-65 の 0－30mm 分を投入して行った。得

られた再生粗骨材の絶乾密度は，gd=2.40g/cm3，吸水率

は pa=4.48％となり，品質の低下がみられた。これは，

表面水により粗粒子の表面に微粒子が付着し，これが潤

滑材の働きをしたためであると考えられる。 

4.10 処理効率に及ぼす原コンクリートの W/C の影響 

再生粗骨材製造プラントでは，様々な水セメント比

W/C の廃コンクリートが混在した状態で処理されること

が想定される。そこで，W/C=45，55，65%の３種類の RC30

の内の２種類を，それぞれ 1：1 の気乾質量比で混合し

た３つの組合せを対象とし，そのすりもみ処理効率への

影響について検討した。処理は，Sr=23.0mm，t=20 分に

設定した装置に，0－30mm 分を投入して行った。 

図－12 及び図－13 に，再生粗骨材の絶乾密度 gd及び

吸水率 pa に及ぼす W/C の影響を示す。W/C=55%と 65%の

RC30 を当量混合した場合の gd 及び pa の値は，W/C=65%

の RC30 を全量処理した場合とほとんど差が無い。一方，

W/C=45%と 55%，及び W/C=45%と 65%の RC30 を等量混合し

た場合には，それぞれ２種類の W/C の RC30 を単独で全

量処理した場合の gd 及び pa よりも改善されている。こ

れは，W/Cの低いRC30と高いRC30を等量混合した場合，

相対的に硬い RC30 粒子が軟らかい粒子の表面を摩砕す

ることで品質を高めたためと考えられる。 

 

5. まとめ 

 本研究の範囲内で得られた結果を，以下に要約する。 

(1) RC30 の 5 ㎜ふるい残留率 r5及び残留分の吸水率 pa

は，原コンクリートのセメント水比 C/W の増加に伴

ってそれぞれ直線的に増加及び減少する。 

(2) 今回使用したすりもみ装置で製造される再生粗骨

材の絶乾密度gd及び吸水率paは，水セメント比W/C

及び処理時間 t とほぼ線形的に増加及び減少する。 

(3) 再生粗骨材の絶乾密度及び吸水率は，水セメント比

W/C 及び消費電力量 Wetともほぼ線形的にある。 

(4) すりもみ装置による再生粗骨材の処理効率は，気乾

状態にある RC30 を 5 ㎜ふるいで分粒せずにそのま

ま全量投入することで向上させることが出来る。 

(5) すりもみ装置に投入する RC30 の W/C や Fcを求めな

くても，処理時間 10 分時の消費電力量 We10 及び処

理時間 tを用いた直線近似式により，再生粗骨材の

絶乾密度及び吸水率を推定できる可能性がある。 
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図－12 絶乾密度 gdへの水セメント比 W/C の影響    図－13 吸水率 paへの水セメント比 W/C の影響 
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